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歴
史
を
自
分
に
引
き
寄
せ
て

私
は
三
男
で
す
が
、
11
代
目
と
し
て
家
を

継
い
で
い
ま
す
。「
横
田
切
れ
」
は
、
明
治
29

年
7
月
、
旧
分
水
町
横
田
地
内
で
、
信
濃
川

の
堤
防
が
決
壊
し
て
起
き
た
未
曾
有
の
大
惨

事
で
す
。
槙
尾
の

宝
光
院
に
は
、
人

の
背
丈
を
越
え
る

3
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
高
さ
ま
で
水
に

浸
か
っ
た
跡
が
復

元
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
有
名
で
す
。

新
川
の
木
製
底
樋
も
大
き
く
損
傷
し
た
と
知

り
ま
し
た
。

亡
く
な
っ
た
母
が
あ
る
時
、
こ
ん
な
話
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
嫁
に
来
た
時
は
、
ご
飯

が
不
味
く
て
…
」
家
長
た
る
祖
父
は
母
に
「
横

田
切
れ
の
よ
う
な
洪
水
が
い
つ
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
の
で
、
新
米
は
食
べ
な
い
で
備
蓄

す
る
」
と
申
し
渡
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
く

ら
い
、「
横
田
切
れ
」
は
長
期
間
に
渡
り
、
甚

大
な
被
害
を
出
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
を
深
く
知
る

角
田
山
麓
か
ら
村
上
ま
で
続
く
新
潟
砂
丘

は
西
蒲
原
・
低
湿
地
帯
の
、
海
へ
の
排
水
を

長
く
阻
ん
で
き
ま
し
た
。
新
川
開
削
は
海
へ

の
放
水
路
と
し
て
、
悪
水
除
去
に
画
期
的
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
一
方
五
十
嵐
浜
へ

の
砂
丘
開
削
工
事
は
、
お
び
た
だ
し
い
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
集
め
ま
し
た
。
内
野
町

に
四
軒
も
の
造
り
酒
屋
が
あ
っ
て
料
理
屋
・

置
屋
・
呉
服
屋
・
下
駄
屋
・
風
呂
屋
・
芝
居

小
屋
・
映
画
館
が
賑
わ
っ
た
訳
は
こ
こ
に
尽

き
ま
す
。
極
め
つ
け
は
農
林
省
の
出
先
機
関

が
常
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
内
野
町
は
二

度
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
近
在
に

な
い
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

さ
て
、
ひ
と
こ
ろ
は
菜
種
の
一
大
産
地
と

し
て
搾
油
所
な
ど
も
あ
っ
た
内
野
町
の
農
業

は
、
ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
・
ダ
イ
コ
ン
な
ど
砂

丘
地
施
設
園
芸
の
基
地
と
し
て
め
ざ
ま
し
く

発
展
し
ま
し
た
。
一
方
砂
丘
は
ま
た
、
関
越

自
動
車
道
な
ど
道
路
建
設
の
盛
土
と
し
て
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
内
野
上
新

町
・
四
ツ
郷
屋
で
は
、
山
が
幾
つ
も
な
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
「
砂
取
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
づ
く
り
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
昭
和
55

年
に
新
潟
大
学
が
五
十
嵐
に
移
転
し
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
現
在
、
学
生
数
1
2
0
0
0
人

が
こ
こ
に
暮
ら
し
、
文
教
都
市
と
し
て
の
香

り
を
持
ち
な
が
ら
発
展
し
て
い
ま
す
。

西
内
野
で
は
昭
和
39
年
の
新
潟
地
震
以
降

団
地
が
造
成
さ
れ
、
町
が
形
づ
く
ら
れ
て
い

き
ま
す
。
当
時
、
住
民
の
困
り
ご
と
は
「
飛

砂
問
題
」。
秋
か
ら
冬
、
強
烈
な
風
が
砂
を
舞

い
上
げ
、
住
宅
の
窓
サ
ッ
シ
ュ
か
ら
砂
が
入

り
込
ん
だ
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
約
60
年
、
町
は
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
と
共
に
年
齢
を
重
ね
ま
し
た
。
高
台
で

見
晴
ら
し
抜
群
の
平
和
台
団
地
で
は
、
そ
の

坂
道
が
災
い
し
て
高
齢
者
が
難
渋
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
自
治
会
が
バ
ス
に
よ
る
買
物
支

援
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

内
野
中
学
校
で
は
地
域
学
習
の
一
環
と
し

て
新
川
・
西
川
・
広
通
川
を
歩
く
内
野
三
川

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
で
親
と
子
が
水
辺

に
親
し
み
、
川
を
学
ぶ
取
り
組
み
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
野
小
屋
中
学
校
で
は
、
西

川
を
守
る
会
と
共
同
で
西
川
清
掃
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
赤
塚
中
学
校
で
は
「
佐
潟

ク
リ
ー
ン
活
動
」
が
毎
年
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
学
校
は
地
域
と
共
に
あ
り
ま

す
。未

来
の
た
め
に
、
地
域
を
知
り

地
域
と
と
も
に
歩
む

地
域
学
講
座
・
ゆ
う
ば
え
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

こ
の
地
域
に
は
素
晴
ら
し
い
見
識
を
お
持

ち
の
「
そ
の
道
の
専
門
家
」
が
た
く
さ
ん
お

い
で
で
す
。
地
域
学
講
座
で
、
専
門
家
の
講

演
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
な
っ
て
、
私

た
ち
自
身
の
知
見
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
野
・
西
内
野
・
赤
塚
・
中
野
小
屋
を
ひ

と
つ
の
地
域
と
し
て
深
く
知
る
こ
と
は
、
次

に
ど
ん
な
地
域
を
作
っ
て
い
く
の
か
、
表
裏

の
関
係
で
あ
り
有
益
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
世
代
継
承
の
芽
が
、
そ
こ

で
し
っ
か
り
育
っ
て
ほ
し
い
、
そ
う
念
願
し

て
い
ま
す
。

「
壮
に
し
て
学
べ
ば
則
ち
老
い
て
衰
え
ず
」

「
老
い
て
学
べ
ば
則
ち
死
し
て
朽
ち
ず
」

生
涯
学
び
続
け
よ
と
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ

「
温
故
知
新
」
を
合
言
葉
に
、
ゆ
う
ば
え
ゼ
ミ

の
開
催
準
備
を
始
め
ま
す
。

地
域
学
講
座

ゆ
う
ば
え
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
へ
の
誘
い
ざ
な
い
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婚
を
祝
福
記
念
し
て
、
見
学
し
た
場
所

の
新
川
農
業
水
利
事
業
所
の
敷
地
に
、

皇
太
子
殿
下
に
説
明
し
た
中
野
小
屋
村

村
長
と
中
野
小
屋
村
議
会
が
、「
皇
太
子

継
宮
昭
仁
親
王
殿
下
御
野
立
所
」
の
記

念
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

だ
が
昭
和
55
年
、
国
営
新
川
二
期
農

業
水
利
事
業
の
完
了
に
伴
い
、
事
業
所

は
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
事
業
所
敷

地
に
あ
っ
た
治
水
偉
纘
碑
等
と
共
に
、

新
川
河
口
排
水
機
場
構
内
の
敷
地
へ
移

転
し
て
行
き
ま
し
た
。

新
川
開
削
二
百
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
湿
地
帯
で
あ
っ
た
越
後
平
野
が
現

在
の
穀
倉
地
帯
に
な
っ
た
こ
と
を
後
世

に
伝
え
る
べ
く
、
元
あ
っ
た
西
川
水
路

橋
近
く
へ
移
転
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
樋
木
尚
一
郎
氏

よ
り
多
大
な
る
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
令
和
元
年
5
月
25
日
、
新
潟
市

長
中
原
八
一
氏
は
じ
め
御
来
賓
を
迎
え

て
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
西
川
水
路
橋
の
映
像
が

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
写
真
は
西
川
水
路
橋
竣
工
後
の

昭
和
30
年
に
、
内
野
町
の
青
池
国
政
氏

が
撮
っ
た
も
の
で
す
。
学
生
帽
を
か

ぶ
っ
て
い
る
子
供
が
、
西
川
の
洪
水
吐

か
ら
流
れ
て
来
る
魚
を
網
で
す
く
っ
て

い
る
と
、
当
時
は
珍
し
く
も
な
か
っ
た

弟
を
お
ん
ぶ
し
た
子
ど
も
達
や
大
人
も

ど
れ
ど
れ
と
集
っ
て
い
る
写
真
で
す
。

対
岸
に
は
自
転
車
に
ま
た
が
っ
て
い

る
人
や
散
歩
し
て
い
る
人
、
ボ
ー
ト
を

楽
し
む
人
、
水
路
橋
の
管
理
通
路
を
渡

る
人
な
ど
18
名
が
西
川
水
路
橋
近
く
に

い
ま
す
。

西
川
は
、
燕
市
の
大
河
津
分
水
の
洗

堰
よ
り
分
派
し
、
弥
彦
村
、
旧
岩
室
村
、

旧
巻
町
、
旧
西
川
町
、
新
潟
市
を
通
っ

て
関
屋
分
水
の
手
前
で
ま
た
信
濃
川
と

合
流
す
る
、
延
長
44・5
㎞
の
一
級
河
川

で
す
。
信
濃
川
下
流
域
の
左
岸
地
区
に

農
業
用
水
を
供
給
し
て
い
る
重
要
な
川

で
、
か
つ
て
は
信
濃
西
川
と
呼
ば
れ
、

天
井
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。
途
中
、
大

通
川
放
水
路
と
、
新
川
と
の
二
カ
所
で

立
体
交
差
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

全
国
に
は
多
く
の
川
と
川
と
の
立
体

交
差
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
川

の
下
に
サ
イ
フ
ォ
ン
形
式
で
流
れ
て
い
た

り
、
橋
の
下
の
ボ
ッ
ク
ス
内
に
川
が
流

れ
た
り
し
て
、
そ
の
場
で
川
の
立
体
交

差
を
実
感
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、
こ
こ

で
は
俯
瞰
で
き
る
稀
有
な
場
所
で
す
。

常
に
技
術
の
最
先
端
の
新
川

◆
初
代
の
木
製
底
樋

約
2
0
0
年
前
こ
の
地
の
先
人
た
ち

が
、
最
先
端
の
土
木
技
術
を
駆
使
し
て

二
年
の
歳
月
と
、
約
2
0
0
万
人
の
人

手
、2
万
両
を
費
や
し
、木
製
底
樋
（
高

さ
1・2
ｍ
、
幅
5・4
ｍ
、
長
さ
76
ｍ
）

二
門
を
西
川
の
下
に
埋
め
込
み
、
西
蒲

原
二
万
町
歩
の
悪
水
（
湛
水
）
を
海
に

流
し
ま
し
た
。

越
後
新
川
ま
ち
お
こ
し
の
会

世
話
人
　
加
藤
　
功

「
新
川 

橋
物
語
」　

第
十
三
回

「
新
川
と
立
体
交
差
の
西
川
水
路
橋
」

新川と西川の立体交差（赤い橋が西川水路橋）

完成直後の西川水路橋に集まる人々

◆
二
代
目
新
川
暗
閘

そ
の
93
年
後
の
大
正
2
年
、
日
本
で

最
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
（
琵
琶
湖
第
一

疏
水
第
三
墜
道
橋
）
が
出
来
て
か
ら
わ
ず

か
10
年
後
、
建
設
費
の
1/4
近
く
の
23
％

を
使
い
セ
メ
ン
ト
を
北
海
道
か
ら
海
路
で

調
達
、
数
十
万
個
の
煉
瓦
を
焼
く
為
近

く
に
煉
瓦
工
場
も
作
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
新
川
暗
閘
が
出
来
た
の
で
す
。

大
正
2
年
新
川
九
門
暗
閘
の
完
成
に

よ
り
新
川
の
排
水
能
力
が
増
え
、
三
潟

周
辺
の
干
拓
が
進
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
昭
和
以
降
、
機
械
排
水
が
発
達
し

用
排
水
機
が
急
増
す
る
と
、
新
川
へ
の

排
水
量
が
増
え
、
暗
閘
で
の
排
水
能
力

の
限
界
と
な
り
、
ダ
ム
の
状
態
と
な
り

ま
し
た
。

◆
三
代
目
西
川
水
路
橋

昭
和
30
年
、
こ
れ
ま
で
ダ
ム
の
状
態

で
あ
っ
た
新
川
暗
閘
を
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

で
爆
破
撤
去
し
て
作
ら
れ
た
の
が
「
三

代
目
西
川
水
路
橋
」
で
す
。

西
川
水
路
橋
は
長
さ
76
ｍ
、
幅
4
ｍ
、

水
深
1
ｍ
余
で
、
水
路
内
面
は
防
錆
モ

ル
タ
ル
工
と
し
、
新
川
の
水
を
全
て
流

す
鋼
造
の
ト
ラ
ス
2
連
の
橋
で
、
両
側

に
管
理
用
通
路
と
、
洪
水
吐
水
門
を
設

け
た
近
代
的
な
構
造
で
し
た
。

完
成
直
後
の
昭
和
31
年
7
月
17
日
、

当
時
は
ま
だ
皇
太
子
で
あ
っ
た
現
在
の

上
皇
陛
下
が
こ
の
地
に
立
ち
寄
ら
れ
、

新
川
開
削
事
業
と
前
年
完
成
し
た
西
川

水
路
橋
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
内

野
町
は
奉
迎
門
を
建
て
、
歓
迎
ム
ー
ド

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

そ
の
後
の
昭
和
34
年
4
月
10
日
、
皇

太
子
殿
下
と
正
田
美
智
子
様
と
の
御
成

西川水路橋と上皇陛下見学記念碑
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平
成
16
年
、
当
自
治
会

の
佐
藤
誠
さ
ん
が
「
地
域

交
流
の
場
」
と
し
て
立
ち

上
げ
ら
れ
、
平
成
24
年
に

明
寿
会
（
平
和
台
老
人

会
）
に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
令
和
３
年
よ
り
明
寿

会
を
離
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
運
営
主
体
は
代

わ
っ
て
も
18
年
間
、
毎
週
火
曜
日
に
平
和
台
自
治

会
館
で
「
茶
の
間
」
を
開
催
し
て
来
ら
れ
た
先
人

達
の
思
い
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

「
茶
の
間
」
の
形
も
コ
ロ
ナ
前
と
随
分
変
わ
り
ま

し
た
。
飲
食
が
で
き
な
い
の
で
、
現
在
は
「
心
身

に
や
さ
し
い
体
操
」
を
中
心
に
毎
回
小
林
三
春
先

生
に
ご
指
導
を
頂
い
て
い
ま
す
。

体
操
の
後
は
、
講
師
を
お
願
い
し
て
新
し
い
知

識
を
得
た
り
、
自
治
会
員
の
方
か
ら
「
昔
話
を
聞

く
会
」
や
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」「
民
謡
」
を
歌
っ

て
い
た
だ
い
た
り
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し

て
い
ま
す
。

２
月
は
14
日
に
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」、
21
日

に
「
地
域
防
災
に
つ
い

て
」
の
ミ
ニ
講
演
を
行
い

ま
し
た
。「
平
和
台
火
曜

の
茶
の
間
」
は
集
い
の

場
、
身
体
を
動
か
す
場
、

そ
し
て
学
習
の
場
で
す
。

お
茶
の
間
の
活
動
が
「
フ

レ
イ
ル
予
防
の
一
助
」
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。�

　
　
　
藤
沢
道
子

例年通り、12月14日、中野小屋地区で健康相談会が
開催されました。中野小屋地区は健診受診率が低く健
康づくりへの取り組
みは大切と、いつも
中野小屋コミ協が後
援して下さいます。
もう数年継続してい
て、12月の地域の恒
例行事になっていま
す。今回は20人が参
加しての楽しい健康
講座と体操でした。
23年度も楽しい企画で、取り組みたいと思います。

お元気会の予定
　 3月
と　き　　　 3月23日（木）10：00～11：30
ところ　　　西コミセン
内　容　　　体操とお茶会

　 4月
と　き　　　 4月27日（木）10：00～11：30
ところ　　　西コミセン玄関ホール集合
内　容　　　お花見（内野西が丘団地の芝桜）

渡邉奈穂子・祐子
食べごたえ満点、玉ねぎの食感が良く、ごま油の香り
が食欲をそそる美味しいシュウマイです！
材料
・豚ひき肉	２００ ｇ
・玉ねぎ	１  個
・片栗粉	 大さじ ４
☆卵	 1 個
☆酒	 大さじ １
☆砂糖	 大さじ １
☆塩	 小さじ １
☆胡椒	 少々
☆ごま油	 大さじ １
☆味の素	 少々
・パプリカ（グリーンピースでも可）
・片栗粉	 少々
・シュウマイの皮	 20枚～25枚
作り方
①　玉ねぎを粗微塵にして、片栗粉をまぶす。
②　①に豚ひき肉と☆を入れて混ぜる。
③�　シュウマイの皮に②を詰める。その時にウエス
トをギュッと作るように包む。詰めたら片栗粉を
塗したパプリカを乗せて少し押し込む。
④　③を蒸し器に入れて13分～15分蒸す。
⑤�　お皿にごま油を塗り、シュウマイを盛付けて完
成。
お好みで醤油や辛子をつけて召し上がれ！

紹

介し
ます！

わが家のとっ
ておき

簡単料理

「爆弾シュウマイ」「爆弾シュウマイ」

団体
いらっしゃ～い

さーん

地域の声・話題コーナー地域の声・話題コーナー

団体
いらっしゃ～い

さーん

地
域
の
茶
の
間
シ
リ
ー
ズ

地
域
の
茶
の
間
シ
リ
ー
ズ

  

平
和
台
火
曜
の
茶
の
間

平
和
台
火
曜
の
茶
の
間
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「
高
齢
者

救
急
と
Ａ
Ｃ

Ｐ
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
坂

井
輪
診
療
所

安
達
先
生
が

講
演
。
数
年

前
と
違
っ
て

介
護
認
定
を

受
け
る
こ
と

が
難
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
認
知
症
に

な
ら
な
い
う
ち
に
事
前
の
意
思
決
定

者
を
登
録
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
な

ど
、
目
か
ら
う
ろ
こ
の
お
話
で
し

た
。
救
急
搬
送
に
と
て
も
時
間
が
か

か
る
こ
と
に
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

�

本
間
真
由
美

ゆう えば
夕映えの会

Information

ゆうばえ新聞　通信員大募集
お住いの地域のとっておき情報をお知らせ
ください。
待ち遠しい春がそこまで訪れています。読
者のみなさんの身の回りのこと、ペットの可
愛らしい様子や季節の花々など写真一枚を添
えてお送りください。

編集責任者　高橋　実
電　　　話　025-264-5000　ゆうえい会
携　　　帯　090-2661-8249
メール　takahashi_m@niigata-min.or.jp

【配食事業部】　070-4453-5228（小島）
見守りとあわせて食の確保をお手伝いさせ
ていただきます。込み合っていますので、
利用日のご相談をさせていただきます。
【生 活 支 援】　070-4314-3980（神立）
夕映えの会の助け合い活動で、草取りやお
買いもの・お出かけ等の移動支援を	
行なっています。お気軽にご相談	
下さい。

編
集
後
記

角
田
山
の
麓
、
竹
野
町
に
あ

る
柿
団
地
で
、
柿
の
手
入
れ
の

お
手
伝
い
を
始
め
ま
し
た
。
昨

年
暮
れ
の
重
た
い
雪
で
、
枝
が

か
な
り
折
れ
て
い
ま
し
た
。
え

ん
で
こ
の
利
用
者
様
と
一
緒
に

大
枝
の
始
末
と
と
も
に
、
春
の

剪
定
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

お
隣
の
園
で
作
業
を
し
て
い
る

農
家
さ
ん
と
し
ば
し
の
お
茶
飲

み
。
肥
料
散
布
、
摘
蕾
、
摘
果

な
ど
プ
ロ
の
栽
培
管
理
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
で
も
こ
ち
ら
は

ア
マ
、
割
り
切
っ
て
利
用
者
様

本
位
の
お
手
伝
い
と
し
ま
し

た
。
目
の
前
に
角
田
山
を
見
な

が
ら
の
作
業
は
、
気
分
が
晴
れ

や
か
に
な
り
ま
す
。「
あ
～
楽

し
か
っ
た
！
」
利
用
者
様
の
作

業
後
の
感
想
を
聞
い
て
こ
ち
ら

も
本
望
で
す
。
間
も
な
く
「
啓

蟄
」。
虫
た
ち
が
動
き
出
す
前

に
作
業
を
終
了
し
た
い
も
の
で

す
。�

（
M
記
）

【
酒
粕
は
発
酵
食
品
の
王
様
】

立
春
の
日
に
入
居
者
様
と
一
緒
に
鮭

の
粕
汁
を
作
り
ま
し
た
。
酒
粕
は
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
タ
ン
パ
ク
質
・
食

物
繊
維
・
必
須
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
が
含
ま

れ
、
栄
養
価
の
高
い
食
材
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鮭
の
粕
汁
は
根

菜
や
塩
鮭
な
ど
具
材
た
っ
ぷ
り
の
お
汁

で
、
寒
い
冬
で
も
体
を
芯
か
ら
温
め
て

く
れ
る
、
酒
ど
こ
ろ
新
潟
の
郷
土
料
理

で
す
。

【
粕
汁
作
り
】

今
回
は
大
根
・
人
参
・
ご
ぼ
う
・
ね

ぎ
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
油
揚
げ
・
切
り
身

の
塩
鮭
を
用
意
し
ま
し
た
。
食
材
は
食

べ
や
す
く
切
り
、
鮭
は
さ
っ
と
湯
通
し

し
、
酒
粕
は
だ
し
汁
を
少
し
取
り
分
け

ふ
や
か
し
ま
す
。

だ
し
汁
に
根
菜

を
入
れ
て
火
に
か

け
、
柔
ら
か
く

な
っ
た
ら
ね
ぎ
以

外
の
残
り
の
食
材

を
入
れ
て
煮
込

み
、
味
噌
と
酒
粕

を
溶
き
入
れ
ま
す
。
味
噌
の
分
量
は
鮭

の
塩
気
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、
味
を

み
な
が
ら
足
し
て
い
く
と
良
い
と
の
こ

と
。
味
が
整
っ
た
ら
ね
ぎ
を
加
え
て
出

来
上
が
り
。「
こ
ん
な
ん
で
酔
っ
払
わ

な
い
わ
よ
」
と
入
居
者
に
笑
わ
れ
ま
し

た
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
心
配
な
方
は
長

め
に
煮
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

伝
統
食
の
奥
義
・
高
齢
者
の
知
恵

村
上
の
塩
引
き
鮭
の
頭
を
使
う
と

ぐ
っ
と
う
ま
味
が
増
す
こ
と
、
子
ど
も

の
頃
は
板
粕
を
焼
い
て
お
や
つ
に
食
べ

た
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
お
話
も
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
美
味
し
そ
う
な
お
汁
ね
」「
う
ま

い
、
酒
粕
が
入
れ
ば
何
で
も
う
ま
い
」

と
入
居
者
様
、
会
話
も
は
ず
み
和
や
か

な
食
事
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

歴
史
の
あ
る
酒
粕
の
食
文
化
と
新
潟

の
味
を
今
後
も
受
け
継
い
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

高
齢
者
に
学
ぶ
伝
統
食
つ
く
り

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
う
ば
え

佐
藤
　
伸
子

第
十
回　
鮭
の
粕
汁

高齢者の一人ぼっちをつくらない講演会（内野地区）
1月28日　坂井輪健康友の会・内野支部主催


